
財務書類の公表

平成28年度
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　以上の４表を表したものが財務書類と呼ばれています。

（1）資産や負債の状況などを表す「貸借対照表」

（2）人件費や減価償却費などの経費を表す「行政コスト計算書」

（3）純資産の一年間の変動内容を表す「純資産変動計算書」

（4）資金収支の状況を性質別に３つの区分に表す「資金収支計算書」

　予算書や決算書など今までの公会計とは別に菊陽町の財務状況を表す新たな取り組みとして次の財務書

類を作成しました。

　これまでの改訂モデル財務書類では、資産の整備に支出された金額（一般会計ではこれを普通建設事業

費と呼びます）の分だけ資産があるものとみなして、普通建設事業費の積み上げを行って資産の残高とし

て計算していました。一方、これから作成する統一モデル財務書類は、対象となる決算の時点（今回は平

成28年度決算のため、平成29年3月31日時点となります）で菊陽町として実際に保有している資産につい

て棚卸を行い、評価して計上しています。

　平成27年度決算まで作成してきた改訂モデル財務書類と、今年度作成した統一モデル財務書類は、「発

生主義」「複式簿記」という点で共通しています。大きく異なる点としては、資産の計上方法が挙げられ

ます。

　この改訂モデルの作成方式に代わり、平成28年度決算からは「統一的な基準に基づく財務書類（以後統

一モデル財務書類と言います）」の作成方式が導入されます。

　統一モデル財務書類は、原則として平成27年度から平成29年度までの3年間を準備期間とし、全ての地

方公共団体において作成するように要請されています(平成27年1月23日付総務大臣通知「統一的な基準

による地方公会計の整備促進について」)。菊陽町はこの要請に基づき、平成28年度決算より、統一モデ

ル財務書類の4表（貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書）を作成しまし

たので、その報告を行います。

※制度の詳細については、総務省のホームページをご覧ください。

http://www.soumu.go.jp/iken/kokaikei/index.html

　これまで菊陽町では「総務省方式改訂モデル（以後、改訂モデルと言います）」の財務書類を作成して

きました。菊陽町がこれまで積み上げてきた資産と、この先返済する必要がある負債、すでに支払いが終

わっている純資産などの情報を表示した貸借対照表など、今までの決算書では把握できなかった情報を、

新たな切り口から見ることができました。

菊陽町平成28年度決算の財務書類

新しい地方公会計制度

これまでの財務書類との違い

財務書類とは
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　貸借対照表を住民一人当たりの家計簿に置き換えると・・・

　償却資産の取得価額に対する減価償却累計額の割合を求めることで、施設の老朽化具合を示す指標です。

　有形固定資産減価償却率が高いほど建替えや改修などのコストがかかる時期が近いことを示します。

　（減価償却累計額25,511,110千円÷有形固定資産合計額61,445,240千円）

　有形固定資産減価償却率　　41.52%

貸借対照表（BS）

　貸借対照表（バランスシート）は、平成 29 年 3月 31日時点で菊陽町が保有している資産と、その資産を取得するた

めに使ったお金の調達方法をあらわしています。現金の収支に注目する従来の決算書では把握することができなかっ

た、菊陽町の財産や負債など、これまでの資産形成の結果を知ることができます。

有形固定資産・無形固定資産

道路や学校など、自治体が保有する公共施設の総額

投資等

特定の目的で積立てた基金や出資金の総額

流動資産

現金預金や現金化しやすい未収金等の総額

負債

地方債の残高や退職手当引当金などの総額

将来世代が負担する金額

純資産

道路や学校等の整備の財源として受けた国や県からの補助

金や地方税などの総額これまでの世代が負担してきた金額

菊陽町平成28年度決算の財務書類

一般会計等財務書類 貸借対照表 (単位:千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債

事業用資産 長期未払金

インフラ資産 退職手当引当金

物品 損失補償等引当金

無形固定資産 その他

投資その他の資産 流動負債

流動資産 1年内償還予定地方債

現金預金 未払金

未収金 未払費用

短期貸付金 前受金

基金 前受収益

棚卸資産 賞与等引当金

その他 預り金

徴収不能引当金 その他

【純資産の部】

固定資産等形成分

余剰分（不足分）

科目 金額 科目 金額

57,789,116 14,966,783

29,788,672 0

61,216,364 14,966,783

0 0

3,427,248 1,463,447

27,938,514 0

61,929 0

52,445 0

1 0

4,062,101 1,210,727

1,282,394 0

0 142,470

△ 2,220 0

2,729,482 0

0 110,250

63,945,847

負債合計 16,430,230

資産合計 65,278,465 負債及び純資産合計 65,278,465

△ 15,097,611

純資産合計 48,848,235

人口（41722人）は、H27年度国勢調査の確定値から住民基本台帳把握の増減を加味したデータを使用しています。（熊本県HP参照）
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借方 貸方
固定負債 流動負債

純資産 有形固定資産+無形固定資産

投資等 流動資産

所有している土地や

建物、車など

約139万円

有価証券や定期預金等

約8万円

現金や普通預金等

約10万円

約157万円 約157万円の支払い方法

負債 ＝
将来支払わなければならないお金

（ローンの残高等）
○固定負債

･･･長期的に返済しなければなら

ない借金

○流動負債

･･･来年に返す予定の借金

約36万円

約4万円

純資産 ＝

すでに支払ったお金
土地や建物の購入のため
に、親からの援助金や自
己資金等

約117万円
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　※統一モデルは行政コストは企業会計の考え方に基づき菊陽町のコスト以外に資産の経年劣化による減価償却費や

引当金等も計上しているため直接的な行政サービスにかけたコストと合致しない場合があります。

行政コスト計算書（PL)

　行政サービスを提供する際に発生する支出のうち、資産の取得（土地や建物の購入）に関わらない支出と、行政

サービスの対価として得られた収入を計上しています。経常費用が経常収益を上回っていますが、これは行政コスト

計算書上の収入に、行政サービスの直接的な収入のみを計上しているためです。

人件費

主に人にかかるコストです。職員給与のほかに、賞与等引当金や

退職手当引当金の繰入額が計上されています。

物件費

主に物にかかるコストです。物件費のほかに、施設の維持補修費

や減価償却費が計上されています。

その他の業務費用

支払利息、貸付金、保険料等が計上されています。

移転費用

移転費用には、社会保障給付や他会計への繰出金、補助金等が計

上されています。

経常収益

行政サービスの直接対価である使用料や手数料、財産貸付収入、

現金利子、雑入等などが計上されています。

菊陽町平成28年度決算の財務書類

一般会計等財務書類 行政コスト計算書 (単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

物件費等

その他の業務費用

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

臨時利益

純行政コスト

80,442

科目 金額

12,574,802

6,796,751

2,086,108

4,490,815

219,828

5,778,050

2,769,037

2,201,794

726,776

△ 13,576,954

372,733

166,062

206,672

△ 12,202,069

1,375,073

188
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　貸借対照表の現金が1年間でどのように変化したの

かを示しています。現金の使いみちにより、業務活

動、投資活動、財務活動3つの区分に分け、どのよう

な行政活動にいくら使ったのかが分かります。

業務活動収支

行政サービスを行う中で、毎年継続的に収入・支出さ

れる金額が集計されています。人件費や物件費が含ま

れます。

投資活動収支

学校、道路や公共施設等の資産に関わる投資活動収支

や貸付金や基金の収入・支出の金額が集計されていま

す。

財務活動収支

地方債等の借入・償還等の金額が集計されています。

純資産変動計算書（NW)

資金収支計算書（CF)

　貸借対照表の純資産の部の増加と減少を計上し、純資産が1年間でどのように変動したのかを示しています。

　純資産の増加要因には、行政サービスの対価として支払われる以外の収入（税収や国・県からの補助金等）があ

り、減少要因には、行政コスト計算書で算出される純行政コストが計上されています。

　

　純資産が昨年度よりも増加した場合は、

負債の増加より資産の増加のほうが多かっ

たことを示しています。

　逆に純資産が減少した場合は、行政コス

トが多くかかっていたり、資産の増加より

負債の増加が多かったことを示していま

す。

菊陽町平成28年度決算の財務書類

一般会計等財務書類 純資産変動計算書 (単位：千円）

一般会計等財務書類 資金収支計算書 (単位：千円）

固定資産

等形成分

余剰分

（不足分）

前年度末純資産残高 64,577,197 △ 15,255,803

純行政コスト（△） △ 13,576,954

財源 12,967,308

税収等 8,748,470

国県等補助金 4,218,839

本年度差額 △ 609,646

固定資産等の変動（内部変動） △ 614,753 614,753

有形固定資産等の増加 1,061,474 △ 1,061,474

有形固定資産等の減少 △ 1,777,423 1,777,423

貸付金・基金等の増加 894,716 △ 894,716

貸付金・基金等の減少 △ 793,520 793,520

資産評価差額 △ 16,598

無償所管換等 0

その他 0 153,084

本年度純資産変動額 △ 631,351 158,191

本年度末純資産残高 63,945,847 △ 15,097,611

8,748,470

科目 合計

49,321,394

△ 13,576,954

12,967,308

48,848,235

4,218,839

△ 609,646

△ 16,598

0

153,084

△ 473,159

【業務活動収支】
業務支出
業務収入
臨時支出
臨時収入

業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
投資活動収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
財務活動収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

932,648

科目 金額

11,263,853

11,836,773

1,068,168

708,440

1,694,354

1,153,202

184,849

△ 541,152

1,277,751

1,462,600

137,780

4,690

142,470

1,282,394

本年度資金収支額 352,137

前年度末資金残高 787,787

本年度末資金残高 1,139,924
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